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提言及び指摘事項に対する回答及び今後の対応（平成
23年5月時点）

提言及び
指摘事項
に対する
回答及び
今後の対
応（平成
25年5月
時点）

担当委員会

その他
① ・今後とも、霧島市教育委員会との連携の継続と小・中学生を含めた体験活

動への御協力と御支援、さらには、地域行事への参加やボランティアなど学
生の積極的な参加をお願いします。(髙田委員）

　本校は霧島市と連携協定をむすび、小・中学生など
へ公開講座や霧島チャレンジャーなどにおいて、もの
づくり講座を実施しており好評を博している。また、
学生会が中心となって、本校から隼人駅までの道のご
み拾いや駅の清掃などを行って地域に貢献している。
今後ともこのような取り組みを継続的に行っていきた
い。

教務委員会・
学生委員会

② ・自己点検・評価報告書などを概観して数値化された目標が少なく、外部評
価がしにくい。文章化されたものが大半であり、可能な項目については数値
目標をより積極的に設定し、ローリングしながら、目標達成へ向けて努める
姿勢があっていいのではないか。(濵田委員）

　『可能な項目については数値目標をより積極的に設
定』は，ＰＤＣＡサイクルを実施するにおいてもわか
りやすい指標であり，できるだけ数値化できるよう努
めたい。

自己点検・評
価委員会

③ ・ 全体を通して優れていると評価できると思うが、「自己点検・評価報告
書」の数値的な結果がどうだったのか分からなかった。ちなみに、学生・保
護者・地域住民等への評価アンケートの結果等も同様に気になった。(石窪委
員）

『学生・保護者・地域住民等への評価アンケートの結
果等』に関して，できるだけ数値的な結果を盛り込む
よう努めたい。（その他②の提言）

自己点検・評
価委員会

④ ・産業界からの新入社員を受け入れる立場で申し上げますと、基礎学力の低
下、偏差値教育、○×教育、ゆとり教育など弊害〝ものを考えないエンジニ
ア〟問題に苦慮しております。(宮村委員）

　各学科とも、創造設計や創造教室などといった創造
性を育む目的でものづくり教育に取り組んでいる。こ
れらの科目では、極力自分やグループで考えるように
教育内容を工夫している。また、専攻科では、専門分
野の知識と結び付けて、問題を解決する能力を身につ
けさせるために、環境創造プロジェクト（PBL科目)の
科目を必修化している。さらに、学生の卒業時に身に
つけておくべき資質能力を保証できるように、教育内
容、方法等を今後とも改善して、対応したい。

教務委員会・
専攻科委員会

⑤ ・就職率が高いというのは、ここ数年の社会情勢の中では特筆すべき美点で
あると考えられる。たしかに、受験生にとって（あるいはその保護者にとっ
て）県外のいわゆる「優良企業」に入れる高専は「いい学校」であり、進学
先として人気が高いのは喜ぶべきことかもしれない。しかし、県外の大手で
はなく、鹿児島に残って地元の発展に寄与する技術者が巣立つことも期待し
たい。鹿児島でベンチャー企業を興したり、入社後、その企業を力強く牽引
したり、といった卒業生を相次いで輩出するような姿も、県外就職組のほか
にもっとあっていいのではないか。(濵田委員）

　本校卒業生のうち、鹿児島県内の企業に就職する学
生の割合は少ない。学生が鹿児島県の企業を知らない
ことや待遇面での問題等が原因しているものと思われ
る。インターンシップや工場見学等を通じて、鹿児島
の企業をPRして、地元企業で活躍できる学生の割合も
増やせるように努めたい。

教務委員会・
専攻科委員会

⑥ ・社会が今後必要な人材として求めるタイプは自ら問題を発見することがで
き、解決へ向けて最善の努力を継続できる集団ではないだろうか。加えて、
状況の急激な変化にさらされようとも揺るがないマネジメント能力も求めら
れよう。単に補佐的な技術者に終わらず、目標に立ち向かう集団・組織を大
局から概観する力といってもいい。委員会当日、地域の公園整備を学生たち
が行ったという説明があったが、地元との交流促進という面からは評価する
ことができよう。しかし、経緯を詳しく聞く時間はなかったものの、この課
題は学生自らが見つけ、班などに分かれて討議する中で、設計などを行った
のだろうか。 もちろん自主性を尊重し、最大限引き出すためのカリキュラム
は現在でも組まれている。
   専攻科の学生が新聞紙を使って体重６０㌔の人が座れるいすを作った授業
などは、その好例と考えられる。学科生のころ話したことのない学生と同じ
班になって討議を重ね、方向性を絞り込み、課題解決に知恵を絞った。授業
時間以外の作業もいとわなかったのは、もの作りの原点をどの学生も思い出
したからではないか。「これだけ自分たちで考えさせられた授業はなかっ
た」「とても楽しかった。これまでで一番かもしれない」という学生の感想
も聞いた。
こうした授業が学科生のころから発展学習といった形で、幅広く組めないも
のだろうか。学年が上がるにつれて、問題を見つけることから始めさせるこ
とも取り組みやすくなろう。素人考えだが、課題に取り上げられそうな素材
は、学外に踏み出せば、そこここに転がっているのではないか。実際にある
橋や建物などの建造物の強度を高める手段を、ある条件をつけて考えさせ
る。道路の交通量が急激に増加したとして、その際に考えられる一帯のデザ
インコンペだってできるかもしれない。見方を変えれば課題になりそうなヒ
ントを学生に気づかせるには、教官が地域をどれだけ知っているか、交流し
ているか、足を運んでいるか、といった点も鍵を握るのは言うまでもない。
(濵田委員）

　地域の公園整備を学生たちが行った件に関しては、
学校近辺特に学生寮近くの空き地を憩いの場の公園に
できないかという課題について学生が調査した後、班
に分かれて公園のモデルを製作からコンペまで行っ
た。その後優秀なモデルについて地域住民と意見交換
を経て当時の隼人町に提案し実現したものである。こ
れ以外にも、各学科で問題解決型能力の育成、開発型
技術者の育成という観点から、本科では創造教室や創
造設計などの科目において、与えられたテーマに対し
て、個人で考えたりグループで討議して解決する教育
を実施し、お互いのコミュニケーションを通したもの
づくり教育を行なっている。
このように本科でのものづくりを通して自ら問題解決
に当たる授業を行っており、それの発展学習という形
で専攻科における環境創造プロジェクト（PBL科目)へ
連携している。
専攻科では、環境創造プロジェクト（PBL科目)の科目
において、専門分野の知識と結び付けて、問題を解決
する能力を身につけさせる教育を行っている。さら
に、本科の卒業研究、専攻科の特別研究などの内容も
充実させて、開発型技術者の育成にあたっていきた
い。また、教える側の教員の資質向上に努めたい。
その具体的な方策の一つとして、提言にあるように地
域に課題として残る問題の発見は、公園の提案をして
実現した例を見ても、本校が地域住民と交流し意見を
聞くことで、小さな課題でも見つかる事を考えると、
教員側ももっと地域に目を向ける必要があり、そうす
ることで本校と地域が連携してともに地域全体を発展
させることが出来るのではないかと考える。

教務委員会・
専攻科委員会

⑦ ・高専ならびに鹿高専の将来構想・ビジョンがよくみえなかった。(石窪委
員）

　鹿児島高専の特色をより明確にすることで，戦略性
を出し，それに沿った運営に努めていく。

自己点検・評
価委員会

⑧ ・鹿児島の特色を生かした研究、今日的課題解決型の視点をもった取り組み
は、今後もますます拡げていただきたい。環境・エネルギー、防災、農業な
ど鹿児島のフィールドから全国・世界に発信できる素材が多々あると思うの
で、他組織との連携もより進めていける体制づくりが必要かと思う。テーマ
によっては、学科間連携や県内はもちろんのこと、県外ならびにアジア等海
外との連携も視野に。(石窪委員）

　鹿児島の特殊土しらすや桜島火山礫などの有効利用
などの研究はあるが、世界に発信できる研究に至って
いない。また、鹿児島湾奥部にレアメタル鉱の発見が
岡山大学により行われているなど、鹿児島には、種々
の素材の可能性があると考えらる。本校でも、多様な
方面から鹿児島県内外との連携を図り、世界に鹿児島
を発信できるように努める必要がある。

地域共同テク
ノセンター

外部評価委員からの提言及び評価指摘事項
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